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１．はじめに 
本研究では、日本海総合病院入院の特定の疾患を有する患者のタンパク質必要量算定の
根拠として疾患を有しない成人男女を対象とした窒素出納試験を行なった。入院中の患者
は治療上、総消費エネルギー量、タンパク質必要量の満たない期間があり、体構成物質の
消費は避けられない。その間に損失した体構成物質を数値化するために、一定量のタンパ
ク質が非タンパク質エネルギーの変動により体内蓄積窒素がどのように変化するのかを検
証した。  
 
２．エネルギー量に対するタンパク質量算定の根拠 
（1）患者の栄養量（エネルギー量設定とタンパク質量）設定方法の検証 
  患者個々の栄養量設定は、臨床の現場では一般的にハリスベネディクトの式で求めた基
礎代謝に対してＬｏｎｇの式を用いて、活動係数、損傷係数を加味して、1 日に必要とな
るエネルギー量を設定する。この場合、タンパク質量は、学会ガイドラインや損傷係数を
参考にタンパク質量を設定する。この算定方法は、エネルギー量とタンパク質量の設定が
別々の指標により蹴ってされる方法であり、本来は、タンパク質量が燃焼に回らないため
に糖質と脂肪でエネルギーを担保するべきである。このタンパク質がエネルギーに回らな
い関係を検証するために、NPC ／ N 比の設定によるタンパク質量算定方法の検証を行な
った。 
（2）基礎データ 
① 健康な成人を対象に、呼気、Ｉｎｂｏｄｙ、活動量計により一日のエネルギー必要 
量を算定する。 
② 被検者の選定・エネルギー必要に対して NPC ／ N 比によるタンパク質量を算定す
る。 
タンパク質算定式 
タンパク質量＝ TEE ÷（ NPC ／ N 比 × 0。16 ＋ 4 ） 
③ NPC ／ N 比 50・100・150・250・300 で設定 
④ 検査センターからの結果報告 
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（3）NPC / N 比の検証 
   NPC / N 比はタンパク質の効率的な利用を目的に、タンパク質と非タンパク質エネ 
ルギー量の比を示した指標である。段階的に設定した NPC / N 比で設定した栄養量を 
投与し、その検証を尿中窒素にて分析を行なった。 
 
（4）窒素出納の検証 
  一定量のタンパク質に対して、TEE の約 80％、TEE の約 140％と 3 段階に分けて投
与した。その結果、標準エネルギーと高エネルギー間、低エネルギーと高エネルギー
間で有意な差が見られた。男女に分けた場合も同じ間で有意な差がみられた。このこ
とは、タンパク質は非タンパク質エネルギーの投与量により、非タンパク質エネルギ
ーが不足した場合には燃焼に利用され、十分に投与された場合には蓄積となることが
検証された。されに、TCA サイクルにおける糖質と脂質の投与割合の重要性が示され、
十分な非タンパク質エネルギーの投与がタンパク質の体内蓄積の効率を高めた。 
 
３．今後の活動 
   平成 28、29、30 年度の基礎調査を踏襲し、サンプル数確保の窒素出納の検証を行な
う。本研究は、第 22 回日本病態栄養学会年次学術集会（於 横浜 パシフィコ横浜）に
おいて、「一般演題」で発表した。 
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